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●
給
付
の
対
象
か
ら
外
れ
る
も
の

①
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
お
け
る
居
住
費
及
び
食
費

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生
活
介
護
、
短
期
入
所
療
養

介
護
）
に
お
け
る
滞
在
費
及
び
食
費

③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）、
デ
イ
ケ
ア
（
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
に
お
け
る
食
費

ど
こ
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
も
、
給
付
と
負
担
が
公
平
と
な
る
仕
組
み
に

高齢社会の進展により、介護サービスの費用は年々増大しています。保険
料の上昇をできる限り抑え、制度を維持していくためには、介護保険から給
付される費用を効率化・重点化していくことが必要です。
このような背景のもと、ことし10月利用分から、制度の一部が改正される
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1か月の負担はどれくらい変わる？　～特別養護老人ホームに入所している人の例～

負担段階 対象者 
居 住 費 食 費 

第 1 段階 

第 2 段階 

第 3 段階 

第 4 段階 

生活保護受給者と世帯全員が 
市民税非課税の老齢福祉年金 
受給者 

世帯全員が市民税非課税かつ 
本人の合計所得金額と課税年金 
収入の合計が80万円以下 

本人または世帯員が市民税課税 

1 万円 

0 円 

2 万5,000円 

1 万円 

1 万円 

1 万2,000円 

2 万円 

3 万5,000円 

1 万円 
4 万2,000円 

1 万3,000円 

1 万円 

1 万円 

1 万5,000円 

1 万5,000円 

2 万4,000円 

0 円 

0 円 

0 円 

0 円 

10月以降 現在 10月以降 現在 

世帯全員が市民税非課税かつ 
本人の合計所得金額と課税年金 
収入の合計が80万円を超える 

 

個　室 

多床室 

個　室 

多床室 

個　室 

多床室 

個　室 

多床室 

※第 4 段階の人の費用は事業者との契約によって決まるため、表に示した額は参考金額です。

●
所
得
が
低
い
人
は
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

居
住
費
や
食
費
の
金
額
は
、
利
用
者
と
施
設
と
の
契
約
に
よ

る
こ
と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
所
得
の
低
い
人
の
負
担
が
重

く
な
ら
な
い
よ
う
、
負
担
限
度
額
を
設
け
、
利
用
者
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
申
請
が
必
要
で
す
）。

対
象
と
な
る
の
は
、
負
担
段
階
が
第
一
段
階
か
ら
第
三
段
階

の
人
で
、
施
設
入
所
者
の
約
六
割
が
該
当
し
ま
す
。

「
居
住
費
」
や
「
食
費
」
は
介
護
保
険
の
給

付
の
対
象
外
と
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
同
じ
要
介
護
状
態
の
人
で
も
、
在
宅
の
人
と

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
で
は
費
用
負
担
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
在
宅
の
場
合
は
居
住
費
（
家
賃
、
光
熱

水
費
な
ど
）
や
食
費
は
本
人
が
負
担
し
て
い
る
の
に
対
し
、
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
費
用
の
一
部
が
介
護

保
険
か
ら
給
付
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
給
付
と
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
居
住
費
や

食
費
が
給
付
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
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負担段階 

第 1 段階 

第 2 段階 

第 3 段階 

第 4 段階 

現在の負担限度額 10月以降 

1 万5,000円 据え置き 

1 万5,000円 2 万4,600円 

2 万4,600円 

3 万7,200円 
据え置き 

 

世帯の 
人数 

1 人 

2 人 

3 人 

4 人 

年間収入の 
基準 

預貯金額の 
基準 

5 人 
以上 

150万円 

200万円 

250万円 

300万円 

350万円 

450万円 

550万円 

650万円 

1 人ふえるごとに 
50万円追加 

1 人ふえるごとに 
100万円追加 

介
護
保
険
課
　
1
五
五
ー
二
七
六
六
　
　

5
五
一
ー
〇
三
二
一
　
　
　
　
　
　
　

kaigo@
div.city.fuji.shizuoka.jp

●
軽
減
制
度
対
象
者
の
要
件

左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
で
、
生
活
状
況
な
ど
を
総

合
的
に
考
慮
し
、
生
計
が
困
難
で
あ
る
と
市
が
認
め
た
人

①
世
帯
員
の
す
べ
て
が
市
民
税
非
課
税

②
収
入
金
額
が
基
準
以
下

③
預
貯
金
の
金
額
が
基
準
以
下

④
日
常
生
活
に
必
要
な
も
の
以
外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

⑤
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

収入と預貯金の基準

●
変
更
点

所
得
が
低
い
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
負
担
段
階
が
第

二
段
階
の
人
の
負
担
限
度
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

各負担段階の負担限度額

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
は
…

現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
一
割
は
自
己
負
担
で
す
。
負

担
の
合
計
額
が
、
一
定
の
上
限
（
負
担
限
度
額
）
を
超
え
た
と

き
は
、
超
え
た
分
が
申
請
に
よ
り
払
い
戻
さ
れ
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）。

※収入に含まれるもの
年金（障害年金・遺族年

金含む）、給与、仕送りなど。
非課税であるものも含みま
す。

所
得
が
低
い
人
の
負
担
が
一
定
の
範
囲
を
超
え
な
い
よ
う
に

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
変
わ
り
ま
す

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽
減
制

度
の
運
用
が
改
善
さ
れ
ま
す

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
主
体
と
な
っ
て
い
る
施
設
で
は
、
利

用
者
が
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
利
用
者
の
負
担
を
軽
減
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
負
担
段
階
が
第
三
段
階

の
人
の
う
ち
、
所
得
の
低
い
人
が
こ
の
軽
減
の
対
象
と
な
る
よ

う
、
運
用
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

※各負担段階の対象者は 4 ページの表と同
じです。

各
種
負
担
軽
減
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